
たばこ対策について

禁煙支援

未成年者の
喫煙防止

受動喫煙防止

たばこ対策の３本柱

喫煙率 17.2% （H28）
男性28.7% 女性7.9%

たばこをやめたい人の割合（H28）
男性29.1% 女性38.6%
（H28年度県民健康・栄養実態調査）

公表している禁煙外来医療機関
H30年２月現在 130機関
（うち保険適用医療機関 115機関）

現状 平成29年度の取組
・県ホームページによる禁煙外来情報の提供 （H18年～）
・禁煙支援検討会の実施 （H25年～）
・ 県内２地域で禁煙支援に関する検討会を開催

・禁煙支援体制整備事業（H26年～）
・ 特定健診・保健指導実践者等を対象に研修会を開催

・若年女性の喫煙対策 （H22年～）
・ 禁煙支援コミュニティサイトの運営及び改修（H29）
・ 検診時や医療機関受診時における妊産婦への喫煙防止対策

・ 成人式で普及啓発リーフレットを配布

・禁煙・分煙宣言施設登録事業 （H16年～）
・ 地域機関での検討会の実施

・ 出前講座などを活用し、登録施設数の増加を図る。

・ 施設管理者への普及啓発

・健康づくり支援店「禁煙・分煙対策部門」 （H20年～）
・ 飲食店のセミナーや研修の機会に、本事業について紹介し、

登録に結びつける。

・受動喫煙防止対策実施状況調査（３年毎の調査）

・ 東京五輪等に向けた厚労省の受動喫煙防止対策強化の動き

を踏まえて、公共施設、病院等の状況を調査し対策を検討する。

未成年者喫煙率の減少傾向
高校2年生

H22 （男女の別なし）6.5％
H25 （男女の別なし）4.8%
H28 （男女の別なし）2.7％

（H28年度新潟県青少年健全育成実態調査）

公共施設の禁煙・分煙実施率
H28年 98.6% 目標100%

（H30.2 受動喫煙防止対策実施状況調査報告書）

職場の受動喫煙の状況
H28年 41.7% 目標0%

（H28年度県民健康・栄養実態調査）

禁煙・分煙宣言施設
登録件数 5,677件（H29年3月）

健康づくり支援店
「禁煙・分煙対策部門」

630件（H29年3月）

・禁煙ポスターコンクール （H3年～）
・ 小中高校生を対象に「たばこの煙のない環境づくり」をテーマ

に作品を募集

・未成年者喫煙防止教育研修会 （H17年～）
・ 教職員、行政関係者、PTA等を対象とした研修会の開催
・「タバコフリーキッズ＠にいがた」の実施（H29）
・ 小学生を対象に、たばこと健康に関するワークショップを

実施
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